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一 般 国 道 4 0 1 号 改 築 工 事 （ 群 馬 県 利 根

郡 片 品 村 大 字 土 出 地 内 ） 及 び こ れ に 伴

う 附 帯 工 事 に 関 す る 事 業 認 定 の 理 由 に

つ い て

第 １ 起 業 者 の 名 称 群 馬 県

第 ２ 事 業 の 種 類 一 般 国 道 4 0 1 号 改 築 工 事 （ 群

馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 土 出 地 内 ） 及 び こ れ に

伴 う 附 帯 工 事

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 土 出

字 桐 木 平 及 び 字 千 坂 地 内

２ 使 用 の 部 分 群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 土 出

字 千 坂 地 内

第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

平 成 1 5 年 ９ 月 2 4 日 に 群 馬 県 か ら 申 請 の あ っ

た 一 般 国 道 4 0 1 号 改 築 工 事 （ 群 馬 県 利 根 郡 片
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品 村 大 字 土 出 地 内 ） 及 び こ れ に 伴 う 附 帯 工 事

（ 以 下 「 本 件 事 業 」 と い う 。 ） に 関 す る 事 業

認 定 の 理 由 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

１ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 の う ち 、 一 般 国 道 4 0 1 号 改 築 工 事

（ 以 下 「 本 体 工 事 」 と い う 。 ） は 、 道 路 法 （

昭 和 2 7 年 法 律 第 1 8 0 号 ） 第 ３ 条 第 ２ 号 に 掲 げ

る 一 般 国 道 に 関 す る 工 事 で あ り 、 土 地 収 用 法

第 ３ 条 第 １ 号 に 掲 げ る 道 路 法 に よ る 道 路 に 関

す る 事 業 に 該 当 す る 。

ま た 、 本 体 工 事 の 一 部 で あ る 擁 壁 設 置 工 事

の た め に 一 時 的 に 必 要 と な る 用 地 の 掘 削 を 行
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う 附 帯 工 事 に つ い て は 、 本 体 事 業 に 欠 く こ と

が で き な い も の で あ る こ と か ら 、 土 地 収 用 法

第 ３ 条 第 3 5 号 に 掲 げ る 事 業 に 該 当 す る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 １ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 は 、 群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 土 出

字 栃 坂 地 内 か ら 同 県 同 郡 同 村 大 字 戸 倉 字 後 山

地 内 ま で の 延 長 2 , 6 3 9 . 5 ｍ の 区 間 （ 以 下 「 本

件 区 間 」 と い う 。 ） を 全 体 計 画 区 間 と す る 一

般 国 道 4 0 1 号 （ 以 下 「 本 路 線 」 と い う 。 ） の
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改 築 工 事 で あ る 。

本 路 線 は 、 道 路 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （

昭 和 3 9 年 法 律 第 1 6 3 号 ） （ 以 下 「 改 正 法 」 と

い う 。 ） に よ る 改 正 前 の 道 路 法 の 規 定 に よ る

一 級 国 道 で な か っ た こ と か ら 、 本 件 事 業 は 、

改 正 法 附 則 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ く 一 般 国 道 の

改 築 工 事 で あ る と 認 め ら れ る 。 ま た 、 本 路 線

は 、 一 般 国 道 の 指 定 区 間 を 指 定 す る 政 令 （ 昭

和 3 3 年 政 令 第 1 6 4 号 ） に よ る 指 定 を 受 け た 一

般 国 道 で は な い こ と 及 び 本 件 区 間 の 存 す る 区

域 が 群 馬 県 で あ る こ と か ら 群 馬 県 が 同 法 第 1 3

条 の 規 定 に よ り 本 件 区 間 の 道 路 管 理 者 と な る
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の で 、 群 馬 県 は 本 件 事 業 を 施 行 す る 権 能 を 有

す る と 認 め ら れ る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 ２ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

３ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利

益 に つ い て

本 件 事 業 は 、 本 件 区 間 に 対 応 す る 現 道 の

線 形 不 良 及 び 狭 小 な 幅 員 を 解 消 す る こ と に

よ り 、 歩 行 者 の 安 全 な 通 行 及 び 車 両 の 円 滑

な 交 通 の 確 保 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 道

路 構 造 令 （ 昭 和 4 5 年 政 令 第 3 2 0 号 ） 第 ３ 種

第 ２ 級 の 規 格 に 基 づ き 延 長 2 , 6 3 9 . 5 ｍ の ２
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車 線 の バ イ パ ス を 建 設 す る 道 路 改 築 事 業 で

あ る 。

本 件 区 間 に 対 応 す る 現 道 は 、 歩 道 が 未 整

備 で あ る う え 、 最 小 幅 員 が 5 . 5 ｍ （ 平 均 6 . 5

ｍ ） と 狭 小 で あ り 、 最 大 縦 断 勾 配 1 0 . 6 1 パ

ー セ ン ト 、 平 面 曲 線 半 径 が 1 6 . 0 ｍ か ら 1 8 . 0

ｍ の Ｓ 字 カ ー ブ 等 道 路 構 造 令 の 規 格 を 満 た

さ な い 線 形 の 悪 い 箇 所 が あ り 、 大 型 車 同 士

の す れ 違 い が 困 難 な 状 況 に あ る 。 ま た 、 本

件 区 間 の 存 す る 地 域 は 、 群 馬 県 内 で も 有 数

の 積 雪 地 帯 で あ り 、 積 雪 時 に は 交 通 確 保 の

た め に 除 雪 作 業 を 実 施 し て い る が 、 除 雪 さ

れ た 雪 が 路 肩 に 堆 積 す る こ と に よ り 、 十 分

な 車 道 幅 員 が 確 保 さ れ な い こ と 等 、 歩 行 者

の 安 全 な 通 行 及 び 車 両 の 円 滑 な 交 通 の 確 保

が 困 難 な 状 況 と な っ て い る 。
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本 件 事 業 の 施 行 に よ り 、 自 転 車 歩 行 者 道

を 備 え た 道 路 構 造 令 で 規 定 す る 良 好 な 線 形

及 び 幅 員 を 有 す る ２ 車 線 の バ イ パ ス が 整 備

さ れ る こ と か ら 、 歩 行 者 の 安 全 な 通 行 か つ

車 両 の 円 滑 な 交 通 が 確 保 さ れ る も の と 認 め

ら れ る 。

以 上 の よ う に 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得

ら れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る と 認

め ら れ る 。

( 2 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ れ る 利 益 に つ

い て

本 件 事 業 は 、 一 般 国 道 の 改 築 事 業 で あ る

が 、 車 線 数 が ２ 車 線 で あ り 、 本 件 区 間 の 延

長 が 2 , 6 3 9 . 5 ｍ で あ る こ と か ら 、 環 境 影 響
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評 価 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 8 1 号 ） 及 び 群 馬 県

環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 1 1 年 群 馬 県 条 例 第

1 9 号 ） 等 に 定 め る 環 境 影 響 評 価 の 対 象 事 業

と な っ て い な い が 、 起 業 者 で あ る 群 馬 県 が

自 動 車 走 行 に よ る 騒 音 、 大 気 汚 染 、 二 酸 化

窒 素 及 び 振 動 に つ い て 任 意 で 検 討 し た と こ

ろ 、 環 境 基 本 法 （ 平 成 ５ 年 法 律 第 9 1 号 ） の

規 定 に 基 づ く 騒 音 、 大 気 汚 染 及 び 二 酸 化 窒

素 に 係 る 環 境 基 準 の 基 準 値 を 下 回 る こ と 及

び 振 動 規 制 法 （ 昭 和 5 1 年 法 律 第 6 4 号 ） に 定

め る 道 路 交 通 振 動 に 係 る 要 請 限 度 の 範 囲 内

と な る こ と 等 が 認 め ら れ る 。 ま た 、 本 件 区
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間 及 び そ の 周 辺 は 、 大 部 分 が 山 地 部 で あ り 、

既 存 の 住 宅 地 を 回 避 す る ル ー ト が 設 定 さ れ

て お り 、 さ ら に 法 面 に は 可 能 な 範 囲 で 緑 化

を 伴 う コ ン ク リ ー ト 吹 き 付 け 工 及 び コ ン ク

リ ー ト の り 枠 工 を 実 施 し 、 自 然 環 境 及 び 景

観 へ の 影 響 を 最 小 限 に と ど め る よ う 考 慮 し

た 施 工 を す る こ と と し て い る こ と か ら 、 周

辺 環 境 へ の 影 響 は 極 め て 小 さ い も の と 考 え

ら れ る 。

( 3 ) 代 替 案 の 比 較 に つ い て

本 件 区 間 の 改 築 ル ー ト に つ い て は 、 本 件

事 業 の ル ー ト の ほ か 、

① 現 道 拡 幅 ・ 一 部 バ イ パ ス 案
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② 東 側 バ イ パ ス 案

が 考 え ら れ る 。

① の 現 道 拡 幅 ・ 一 部 バ イ パ ス 案 は 、 集 落

部 の 現 道 を 拡 幅 し 、 山 地 部 を バ イ パ ス に よ

り 施 行 す る ル ー ト で あ る 。

こ の 案 は 、 潰 地 面 積 が 少 な い と い う 長 所

が あ る が 、 現 道 拡 幅 部 分 に 住 家 が 多 い た め 、

移 転 物 件 に 対 す る 補 償 額 が 多 額 と な る こ と 、

移 転 に よ る 集 落 の 分 散 化 、 人 口 流 出 な ど 残

存 者 へ の 影 響 が 大 き い こ と 、 工 事 期 間 中 に

お け る 現 道 の 交 通 規 制 等 に よ る 地 域 住 民 の

生 活 環 境 へ の 影 響 が 大 き い こ と 等 、 総 合 的

に 判 断 し て 合 理 的 な 計 画 と は い え な い 。

② の 東 側 バ イ パ ス 案 は 、 集 落 部 及 び 山 地

部 共 に 現 道 の 東 側 を バ イ パ ス に よ り 施 行 す

る ル ー ト で あ り 、 こ の う ち 山 地 部 は ト ン ネ
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ル に よ り 施 行 す る も の で あ る 。

こ の 案 は 、 ル ー ト 延 長 が 最 も 短 く 、 潰 地

面 積 及 び 移 転 物 件 が 最 も 少 な い と い う 長 所

が あ る が 、 ト ン ネ ル 部 分 が 片 品 川 ダ ム の 導

水 路 と 至 近 距 離 で 交 差 す る た め 、 導 水 路 の

補 強 等 対 策 工 事 の た め の 停 水 に よ る 影 響 が

大 き く 、 ま た 、 工 事 期 間 が 長 期 化 す る 。 さ

ら に 、 ト ン ネ ル 終 点 側 坑 口 部 に お い て 偏 土

圧 対 策 を 行 わ な け れ ば な ら な い こ と 等 か ら

工 事 施 工 の 難 易 度 が 高 く 、 事 業 費 が 本 件 ル

ー ト に 比 し て 約 ２ 倍 と 著 し く 高 額 と な る 等

総 合 的 に 判 断 し て 合 理 的 な 計 画 と は い え な

い 。

以 上 の よ う に 、 地 域 の 土 地 利 用 、 潰 地 面

積 及 び 移 転 物 件 の 多 少 、 工 事 施 工 の 難 易 度

並 び に 経 済 性 等 か ら 総 合 的 に 比 較 検 討 し た
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結 果 、 本 件 事 業 の ル ー ト が 最 も 合 理 的 で あ

る と 認 め ら れ る 。

( 4 ) 比 較 衡 量

( 1 ) で 述 べ た 得 ら れ る 公 共 の 利 益 と ( 2 ) で

述 べ た 失 わ れ る 利 益 を 比 較 衡 量 し た 結 果 、

本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利 益

が 失 わ れ る 利 益 に 優 越 す る と 認 め ら れ る と

と も に 、 ( 3 ) で 述 べ た よ う に 、 本 件 事 業 の

ル ー ト は 、 代 替 案 と 比 較 し て 最 も 合 理 的 で

あ る と 認 め ら れ る 。

以 上 に よ り 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第

2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

４ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性
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本 件 事 業 は 、 ３ ( 1 ) で 述 べ た よ う に 、 本

件 区 間 に 対 応 す る 現 道 の 線 形 不 良 及 び 狭 小

な 幅 員 を 解 消 す る こ と に よ り 、 歩 行 者 の 安

全 な 通 行 及 び 車 両 の 円 滑 な 交 通 の 確 保 を 図

る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、 で き る だ

け 早 期 に 交 通 の 安 全 を 確 保 す る 必 要 性 は 高

い も の と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性

本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 道 路 構

造 令 等 に 定 め る 規 格 に 基 づ き 必 要 な 範 囲 で

あ る と 認 め ら れ る 。
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ま た 、 収 用 の 範 囲 は 、 本 体 工 事 に よ り 恒

久 的 に 設 置 さ れ る 施 設 の 用 に 供 さ れ る 範 囲

に と ど め ら れ て お り 、 使 用 の 範 囲 に つ い て

も 本 体 工 事 の 一 部 で あ る 擁 壁 の 設 置 の た め

に 一 時 的 に 必 要 と な る 範 囲 に と ど め ら れ て

い る 。 よ っ て 、 収 用 又 は 使 用 の 別 に つ い て

も 合 理 的 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 収 用 し 又 は 使 用 す る 公 益 上 の 必 要 性

以 上 に か ん が み れ ば 、 本 件 事 業 は 、 土 地

を 収 用 し 又 は 使 用 す る 公 益 上 の 必 要 が あ る

と 認 め ら れ る た め 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４

号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。
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５ 結 論

１ か ら ４ ま で に お い て 述 べ た よ う に 、 本 件

事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 各 号 の 要 件 を 充 足

す る と 判 断 さ れ る 。

以 上 の 理 由 に よ り 、 本 件 事 業 に つ い て 、 土

地 収 用 法 第 2 0 条 の 規 定 に 基 づ き 、 事 業 の 認 定

を す る も の で あ る 。

第 ５ 土 地 収 用 法 第 2 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ

る 図 面 の 縦 覧 場 所 群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 役 場


